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＊ 現 奈良県 食と農の振興部 南部農林振興事務所 

県産スギ大径丸太から採取した心去り平角の材質 

 

柳川靖夫・成瀬達哉＊

 

 末口径 300mm 以上の県産スギ丸太から２種類の断面の心去り平角を採取し、乾燥の進行に伴う材質および割れの変

化を調べた。中温乾燥で含水率を低下させたスギ心去り平角を屋内で天然乾燥に供し、乾燥中の材質として動的ヤング

係数、木口面を除いた割れ、長さ方向の反り、および幅方向の反りを測定した。また、高周波容量式およびマイクロ波

透過式の含水率計の測定値の相違についても検討した。その結果、動的ヤング係数は天然乾燥日数とともに漸増した。

割れは、天然乾燥日数に伴い長さおよび面積とも増加する傾向が見られたものの、繊維飽和点付近からは含水率の低下

に伴い減少する傾向が認められた。割れはほとんど幅広面、すなわち板目面で発生し、木表側でより多くの割れが発生

した。長さ方向の反りは、特定の試験体の特定の材面において大きかった。この原因として、材面別の乾燥速度の相違

や材質、あるいは繊維走行が考えられた。幅方向の反りは板目の幅広面で大きく、木表側に凹に変形する反りが発生し

た。高周波容量式とマイクロ波透過式の含水率計で天然乾燥中に測定値を比較したところ、高周波容量式では含水率が

低下した後でも増減が認められ、これは材表面付近の含水率が変動したためと推測された。 

 

 

１．はじめに 

 

 近年、スギ人工林の高齢級化に伴い、末口径が 300mm
以上の大径材と呼ばれる丸太の出材量が増加しており、

その利用方法が種々検討されている１-３)。その一つとし

て、心去り平角を複数採材することが挙げられる。従来、

木造住宅等で使用されてきた平角はほとんどが心持ちで

あり、大径材から採取した平角であっても心持ちであれ

ば、強度に関しては既に資料４）が存在し、その他の品質

についても、長年使用されてきたことから改めて調べる

必要はないものと考えられる。これに対し、心去り平角

の強度を含む材質については、不明の点もあることから

種々調べられており５,６)、今後も検討されるものと思わ

れる。本研究では、スギ大径材から採取した平角の、乾

燥に伴う材質の変化を調べた。天然乾燥のみで含水率を

低下させるには長期間を要するため、人工乾燥により含

水率をある程度低下させた後に天然乾燥を行った。今後

大径材の出材量増加が予想される県南部地域から産出さ

れた、末口径 300mm 以上のスギ丸太から２種類の断面

の心去り平角を採取し、これらを、中温乾燥により含水

率を低下させた後に屋内で天然乾燥に供し、天然乾燥中

の材質変化を継続して測定した。高周波容量式およびマ

イクロ波透過式の含水率計を使用して天然乾燥中の含水

率を測定し、材質と含水率との関係に検討を加えるとと

もに、これら含水率計の測定値の差についても調べた。 

 

２．材料および方法 

県南部地域産の末口径 300mm 超のスギ丸太より、幅

105mm、厚さ 210mm、長さ 4000mm の心去り平角（以下

「210mm 幅」とする）を 10 本、および幅 105mm、厚さ

300mm、長さ 3000mm の心去り平角（以下「300mm 幅」

とする）を５本採取した。本研究では、これら試験体を

210-1 等と記す。各試験体を乾燥機での中温乾燥に供し、

乾燥途中の状態で終了した。人工乾燥が終了した時点の

材質として、両木口面の年輪数、縦振動法による動的ヤ

ング係数、両木口面を除く材面の割れ長さおよび割れ面

積を測定した。含水率の測定には含水率計を使用し、木

口面から 500mm の箇所、および長さ方向の中央部分を

測定し、これら３箇所の平均値を算出して含水率とした。

使用した含水率計は、高周波容量式（以下「含水率計Ａ」）、

およびマイクロ波透過式（以下「含水率計Ｂ」）であった。

また、210mm 幅および 300mm 幅とも各１試験体のみ、

木口面から 500mm の箇所および長さ方向の中央部分か

ら、それぞれ長さ方向に 30mm の試片を採取して全乾法

により含水率を測定し、３試片の平均値を全乾含水率と

した。 

 全乾含水率を測定した以外の試験体は屋内に桟積みし

て静置し、随時、材面に発生した割れの幅および長さ、

縦振動法による動的ヤング係数を測定し、先と同じ位置

で含水率を２種の含水率計を使用して測定した。割れ幅

の測定にはクラックゲージを使用し、精度は 0.1mm とし

た。長さは１mm 精度で測定した。なお、割れ面積は次

式のとおり算出した。 
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3.2 天然乾燥中の含水率 

図２には、天然乾燥中の各試験体の含水率変化を示す。 

含水率計Ａおよび含水率計Ｂとも、増減はあるものの

含水率は低下して収束した。一方、各試験体の重量は、

天然乾燥中は一律に減少しており増減はなかった。その

ため、含水率計測定値の変動は、温湿度環境の変化に伴

う試験材の表面付近のみのわずかな含水率変化に起因す

るものと思われる。 

 

 

 

 

図２ 天然乾燥中のスギ平角の含水率推移 

注：含水率計Ａ：高周波容量式、含水率計Ｂ：マイクロ波透過式。210-1～9、300-1～4：試験体番号。 
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さらに、図１に示すとおり、木口面を除く４面（以下

「Ａ面～Ｄ面」）の長さ方向および幅方向の反りを、精度

0.5mm で測定した。なお、天然乾燥の開始は 11 月 22 日

であった。 

 

３．結果と考察 

 

3.1 人工乾燥後の含水率 

 表１に、人工乾燥終了時の平角の材質および含水率を

示す。 

 人工乾燥終了時の 210mm 幅の含水率は、含水率計Ａ

は 15.8～55.3％で平均値は 33.6％であり、含水率計Ｂで

は19.0～40.6％で平均値は29.4％であった。これらの中、

全乾法で含水率を測定した 210-10 では、全乾含水率と含

水率計の測定値とは近似していた。したがって、含水率

計の測定値が 210-10 に近似していた 210-2 および 210-6
も同程度の含水率であったと考えられ、これら３体の含

水率は繊維飽和点以下であり、それ以外の試験体は繊維

飽和点以上であったと考えられる。一方、300mm 幅では、

含水率計Ａの測定値は 34.7～83.8％で平均値は 56.9％で

あり、含水率計Ｂでは 32.2～40.4％で平均値は 38.0％で

あった。含水率計Ｂでは、40%超の含水率は測定できな

かったものと考えられる。全乾法で含水率を測定した

300-5 は 59.2％で、これを含水率計測定値と比較すると、

含水率計Ａは 54.4％であり近似していた。そこで含水率

計Ａの測定値を参考とすると、すべての試験体は繊維飽

和点以上であったと考えられる。 

 

 

 

図１ 反りの測定方法 

 

 

表１ 人工乾燥終了後のスギ平角の材質および含水率 

 

注：1)：縦振動法で測定。2)：両木口面の平均値。3)：含水率計 A：高周波容量式、含水率計 B：マイクロ波透過式。 

長さ方向反り（Ａ面～Ｄ面）

幅方向反り 凸は＋、凹は－

（Ａ面～Ｄ面）

Ｄ面

Ａ面

Ｂ面

Ｃ面

密度 動的ヤング係数1) 年輪数2)

含水率計A 含水率計B 全乾

(g/cm3) (kN/mm2)
1 0.42 6.9 19 32.8 29.1 -
2 0.40 8.0 21.5 15.8 19.0 -
3 0.34 4.4 14 30.5 32.0 -
4 0.42 5.5 22 40.8 31.1 -
5 0.36 4.1 17 32.0 29.5 -
6 0.38 8.0 18 23.3 22.3 -
7 0.45 6.8 28 38.6 34.0 -
8 0.58 9.0 31.5 55.3 40.6 -
9 0.50 6.9 28.5 46.2 37.4 -
10 0.39 8.1 16.5 20.4 19.3 18.0

0.42 6.8 21.6 33.6 29.4 -
0.07 1.6 - - - -
0.17 0.24 - - - -

1 0.50 5.9 28 63.3 39.0 -
2 0.53 8.7 17 48.3 40.4 -
3 0.51 7.5 23 83.8 38.5 -
4 0.42 8.3 24.5 34.7 32.2 -
5 0.52 7.4 26 54.4 40.2 59.2

0.50 7.5 23.7 56.9 38.0 -
0.04 1.1 - - - -
0.09 0.14 - - - -

210mm幅

300mm幅

変動係数

平均値
標準偏差
変動係数

平均値
標準偏差

含水率3)

(%)

試験体 番号
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3.2 天然乾燥中の含水率 
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図４ 天然乾燥中のスギ平角全試験体の割れの推移 

注：210mm幅は９体、300mm幅は４体の総計。 

 

 

図６には、210mm 幅の割れ面積を材面別に示す。割れ

は主としてＡ面およびＣ面で発生しており、中でも木表

のＡ面での割れ面積が大きかった。一方、Ｂ面およびＤ

面の割れ面積は小さく、これは柾目面であるためと考え

られる。 

300mm 幅では、図５(c)および図５(d)に示すとおり、

300-2 の割れ長さおよび割れ面積は他の試験体よりも大

きく、割れ面積は顕著に大きかった。他の試験体では、

天然乾燥中に割れ面積は減少して収束したのに対し、

300-2 では、割れ長さは減少せず、割れ面積は減少したも

のの他の試験体よりも顕著に大きかった。この結果は

210-8 とは異なっており、300-2 では割れの幅が大きかっ

たためと考えられる。このことから、乾燥初期に生じた

幅の大きな割れは材の乾燥後の割れに大きな影響を及ぼ

すと考えられる。 

図７には、300mm 幅の割れ面積を材面別に示す。

210mm 幅と同様に、割れ面積はＡ面およびＣ面で大きく、

中でもＡ面での割れ面積は大きかった。 

3.5 割れと含水率との関係 

 図８には、210mm 幅の含水率と割れ面積との関係を示

す。 

 図に示すとおり、割れ面積が大きかった含水率は 20～
30％であった。この結果は、300mm 幅でも同じであった。

材の収縮がはじまる繊維飽和点付近の含水率で、割れ長

さおよび割れ面積は大きくなるものと推測される。しか

し、3.4 で記したとおり、割れは試験材表面付近の含水率

変化の影響を受け、また含水率計による測定値は材の水

分傾斜の影響も受ける。そのため、割れ面積が大きかっ

た含水率にばらつきが見られたものと推測される。 

3.6 長さ方向の反り 

図９に、天然乾燥中の 210mm 幅の各試験体の長さ方

向の反りを示す。 

210-5 のＣ面で、大きな長さ反りが発生したものの、そ

の後は減少した。これは、木表と木裏とで乾燥速度が異

なっていたため長さ反りが発生したものの、その後乾燥

が進行して両面の含水率差が減少し、反りが減少したも

のと考えられる。なお、210-5の動的ヤング係数は、210mm
幅中で最も低かった。割れが多かった 210-8 および 210-
9 の反りは、他の試験体と大差なかった。 

図 10 には、天然乾燥中の 300mm 幅の各試験体の長さ

方向の反りを示す。 

300-1 のＡ面およびＢ面で大きな長さ反りが発生し、Ａ

面では JAS の構造用２級の基準である 0.5％、すなわち

15mm を上回ったのを除き、他の試験体の反りは 2.5mm
以下であった。300-1 は、動的ヤング係数が 300mm 幅中

で最も低かった。 
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3.3 天然乾燥中の動的ヤング係数 

 図３に、天然乾燥中の動的ヤング係数の変化を示す。 

人工乾燥終了時の動的ヤング係数は、210mm 幅は 4.1
～9.0kN/mm2で平均値は 6.8kN/mm2であり、300mm 幅は

5.9～8.7kN/mm2で平均値は 7.5kN/mm2であった。その後

の天然乾燥期間中、すべての試験体の動的ヤング係数は

漸増した。他報７)では、含水率が 30％を下回ると動的ヤ

ング係数は漸増したことが報告されている。しかし、本

研究では、天然乾燥開始後より動的ヤング係数の向上が

見られた。これは、試験体の表面が部分的に乾燥して繊

維飽和点を下回ったためと考えられる。天然乾燥終了時

（以下「天乾終了時」）における天然乾燥開始時（以下「天

乾開始時」）からの増加率は、210mm 幅の最大値は 210-
8 の 13.6％であり、最小値は 210-2 の 4.9％であった。210-
8は、天乾開始時の含水率が210mm幅中で最も高かった。

また、210-2 は天乾開始時の含水率が 210mm 幅中で最も

低かった。以上のことから、天然乾燥中の動的ヤング係

数の増加は、天乾開始時の含水率と関係があるものと考

えられる。 

300mm 幅では、天乾開始時からの増加率は試験体間の

差が小さく、10.7～13.6％であった。300mm 幅は、図２に

示すとおり天乾終了時の含水率のばらつきは 210mm 幅

よりも小さかったため、増加率のばらつきも小さかった

ものと思われる。また、天乾開始時の各試験体は繊維飽

和点以上の含水率であったため、いずれの試験体も増加

率が 10％を超えたものと思われる。 

3.4 天然乾燥中の割れ 

図４には、天然乾燥中の割れ長さおよび割れ面積の全

試験体総計の推移を示す。 

210mm 幅および 300mm 幅とも、天然乾燥日数ととも

に割れ長さおよび割れ面積は一旦増加した後に減少した。 

図５には、各試験体の割れ長さおよび割れ面積の総計

の推移を示す。 

図５(a)および図５(b)に示すとおり、210mm 幅では、

天乾開始時において 210-9 の割れ長さおよび割れ面積は

他の試験体よりも大きく、特に割れ面積は大きかった。

その後の天然乾燥により、割れ長さは増加した後に低下

したものの大きな低下ではなく、一方、割れ面積は顕著

に低下した。このことは、天乾開始時に存在した割れの

幅が減少したことを意味する。210-8 では、乾燥日数が

150～200 日で割れ長さの顕著な増減が見られた。この期

間は４月中旬から６月中旬であり、気温の上昇や降雨の

影響により、試験材表面付近の含水率が変動して割れが

開閉したものと推測される。ただし、割れ面積の増減は

顕著ではなかったことから、幅の狭い割れが開閉したも

のと考えられる 

 

 

図３ 天然乾燥中のスギ平角の動的ヤング係数 

注：図２を参照。 
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図４ 天然乾燥中のスギ平角全試験体の割れの推移 

注：210mm幅は９体、300mm幅は４体の総計。 

 

 

図６には、210mm 幅の割れ面積を材面別に示す。割れ

は主としてＡ面およびＣ面で発生しており、中でも木表

のＡ面での割れ面積が大きかった。一方、Ｂ面およびＤ

面の割れ面積は小さく、これは柾目面であるためと考え

られる。 

300mm 幅では、図５(c)および図５(d)に示すとおり、

300-2 の割れ長さおよび割れ面積は他の試験体よりも大

きく、割れ面積は顕著に大きかった。他の試験体では、

天然乾燥中に割れ面積は減少して収束したのに対し、

300-2 では、割れ長さは減少せず、割れ面積は減少したも

のの他の試験体よりも顕著に大きかった。この結果は

210-8 とは異なっており、300-2 では割れの幅が大きかっ

たためと考えられる。このことから、乾燥初期に生じた

幅の大きな割れは材の乾燥後の割れに大きな影響を及ぼ

すと考えられる。 

図７には、300mm 幅の割れ面積を材面別に示す。

210mm 幅と同様に、割れ面積はＡ面およびＣ面で大きく、

中でもＡ面での割れ面積は大きかった。 

3.5 割れと含水率との関係 

 図８には、210mm 幅の含水率と割れ面積との関係を示

す。 

 図に示すとおり、割れ面積が大きかった含水率は 20～
30％であった。この結果は、300mm 幅でも同じであった。

材の収縮がはじまる繊維飽和点付近の含水率で、割れ長

さおよび割れ面積は大きくなるものと推測される。しか

し、3.4 で記したとおり、割れは試験材表面付近の含水率

変化の影響を受け、また含水率計による測定値は材の水

分傾斜の影響も受ける。そのため、割れ面積が大きかっ

た含水率にばらつきが見られたものと推測される。 

3.6 長さ方向の反り 

図９に、天然乾燥中の 210mm 幅の各試験体の長さ方

向の反りを示す。 

210-5 のＣ面で、大きな長さ反りが発生したものの、そ

の後は減少した。これは、木表と木裏とで乾燥速度が異

なっていたため長さ反りが発生したものの、その後乾燥

が進行して両面の含水率差が減少し、反りが減少したも

のと考えられる。なお、210-5の動的ヤング係数は、210mm
幅中で最も低かった。割れが多かった 210-8 および 210-
9 の反りは、他の試験体と大差なかった。 

図 10 には、天然乾燥中の 300mm 幅の各試験体の長さ

方向の反りを示す。 

300-1 のＡ面およびＢ面で大きな長さ反りが発生し、Ａ

面では JAS の構造用２級の基準である 0.5％、すなわち

15mm を上回ったのを除き、他の試験体の反りは 2.5mm
以下であった。300-1 は、動的ヤング係数が 300mm 幅中

で最も低かった。 
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3.3 天然乾燥中の動的ヤング係数 

 図３に、天然乾燥中の動的ヤング係数の変化を示す。 

人工乾燥終了時の動的ヤング係数は、210mm 幅は 4.1
～9.0kN/mm2で平均値は 6.8kN/mm2であり、300mm 幅は

5.9～8.7kN/mm2で平均値は 7.5kN/mm2であった。その後

の天然乾燥期間中、すべての試験体の動的ヤング係数は

漸増した。他報７)では、含水率が 30％を下回ると動的ヤ

ング係数は漸増したことが報告されている。しかし、本

研究では、天然乾燥開始後より動的ヤング係数の向上が

見られた。これは、試験体の表面が部分的に乾燥して繊

維飽和点を下回ったためと考えられる。天然乾燥終了時

（以下「天乾終了時」）における天然乾燥開始時（以下「天

乾開始時」）からの増加率は、210mm 幅の最大値は 210-
8 の 13.6％であり、最小値は 210-2 の 4.9％であった。210-
8は、天乾開始時の含水率が210mm幅中で最も高かった。

また、210-2 は天乾開始時の含水率が 210mm 幅中で最も

低かった。以上のことから、天然乾燥中の動的ヤング係

数の増加は、天乾開始時の含水率と関係があるものと考

えられる。 

300mm 幅では、天乾開始時からの増加率は試験体間の

差が小さく、10.7～13.6％であった。300mm 幅は、図２に

示すとおり天乾終了時の含水率のばらつきは 210mm 幅

よりも小さかったため、増加率のばらつきも小さかった

ものと思われる。また、天乾開始時の各試験体は繊維飽

和点以上の含水率であったため、いずれの試験体も増加

率が 10％を超えたものと思われる。 

3.4 天然乾燥中の割れ 

図４には、天然乾燥中の割れ長さおよび割れ面積の全

試験体総計の推移を示す。 

210mm 幅および 300mm 幅とも、天然乾燥日数ととも

に割れ長さおよび割れ面積は一旦増加した後に減少した。 

図５には、各試験体の割れ長さおよび割れ面積の総計

の推移を示す。 

図５(a)および図５(b)に示すとおり、210mm 幅では、

天乾開始時において 210-9 の割れ長さおよび割れ面積は

他の試験体よりも大きく、特に割れ面積は大きかった。

その後の天然乾燥により、割れ長さは増加した後に低下

したものの大きな低下ではなく、一方、割れ面積は顕著

に低下した。このことは、天乾開始時に存在した割れの

幅が減少したことを意味する。210-8 では、乾燥日数が

150～200 日で割れ長さの顕著な増減が見られた。この期

間は４月中旬から６月中旬であり、気温の上昇や降雨の

影響により、試験材表面付近の含水率が変動して割れが

開閉したものと推測される。ただし、割れ面積の増減は

顕著ではなかったことから、幅の狭い割れが開閉したも

のと考えられる 

 

 

図３ 天然乾燥中のスギ平角の動的ヤング係数 

注：図２を参照。 
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図６ 天然乾燥中の 210mm幅試験体の各材面での割れ面積の推移 

注：図２を参照。 
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図５ 天然乾燥中のスギ平角の割れの推移 

注：図２を参照。 
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図６ 天然乾燥中の 210mm幅試験体の各材面での割れ面積の推移 

注：図２を参照。 
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図５ 天然乾燥中のスギ平角の割れの推移 

注：図２を参照。 
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図８ 天然乾燥中の 210mm幅スギ平角の含水率と割れ面積 

注：図２を参照。 

 

 

 

 

 

以上のとおり、長さ方向の反りと天乾開始時の含水率

の高低または割れの多寡との関係は認められず、長さ方

向の反りは、材面別の含水率差、あるいは木取りに起因

する繊維走行もしくは材質と関係があるものと推測され

る。 

3.7 幅方向の反り 

図 11 に、天然乾燥中の 210mm 幅の各試験体の幅方向

の反りを示す。図中、正の値は凸の反りであり、負の値

は凹の反りである。 

 幅方向の反りはＣ面次いでＡ面が大きく、柾目面であ

るＢ面およびＤ面では小さかった。木裏であるＣ面での

幅反りは凸の反りであり、木表のＡ面では主として凹で

あった。また、一部試験体、すなわち 210-1 および 210-
7 のＣ面の幅方向反りは、天然乾燥中に増加し続けた。

以上の結果は、300mm 幅でも概ね同じであった。ただし、

より幅が広かったためＡ面およびＣ面において、210mm
幅よりも大きな反りが発生した試験体が存在した。 

3.8  含水率計の測定値の差 

 3.1 および 3.2 で記した、含水率計の種別による測定

値の相違をより明らかにするため、その差を次式により

算出した。 

結果を図 12 に示す。 

 

含水率計測定値の差 

 ＝ （含水率計Ａの測定値）－（含水率計Ｂの測定値） 

 

 図に示すとおり、天然乾燥の初期において差は大きく、

300mm 幅で顕著であった。これは、3.1で記したとおり、

含水率計Ｂは含水率が 40%超では約 40％と表示された

ためと考えられる。一方、210mm 幅では、天然乾燥初期

の含水率が 300mm 幅より低かったため、初期の測定値

の差も小さかった。 

天然乾燥期間中に、測定値の差に変動が認められた。

これは、含水率計Ａの測定値変動に起因するものと考え

られる。すなわち、図２に示したとおり、天然乾燥日数

が 100 日以降に着目すると、含水率計Ａでは各試験体と

も測定値の増減が認められる。一方、含水率計Ｂは、100
日以降の各試験体の測定値は一律に減少していた。高周

波容量式はマイクロ波透過式に比較して、試験材表面付

近の含水率の影響を受けやすいことが原因として考えら

れる。 
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図７ 天然乾燥中の 300mm幅試験体の各材面での割れ面積の推移 

注：図２を参照。 
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図８ 天然乾燥中の 210mm幅スギ平角の含水率と割れ面積 

注：図２を参照。 
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図 10 天然乾燥中の 300mm幅スギ平角の各面での長さ方向反り 

注：図２を参照。 
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図９ 天然乾燥中の 210mm幅スギ平角の各面での長さ方向反り 

注：図２を参照。 
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図 12 天然乾燥中のスギ平角の含水率計測定値の差 

注：測定値の差＝（高周波容量式測定値）－（マイクロ波透過式測定値）。 
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 末口径が 300mm以上のスギ丸太から採取した、210mm
幅および 300mm 幅の心去り平角を人工乾燥に供し、乾

燥に伴う材質変化を調べるため乾燥途中で人工乾燥を終

了し、屋内に静置した。天然乾燥中の含水率を高周波容

量式およびマイクロ波透過式の含水率計を使用して測定

し、また、材面の割れや反り、および動的ヤング係数の

変化を調べた。その結果、天然乾燥中の含水率低下に伴

い動的ヤング係数は漸増し、この現象は繊維飽和点以上

の含水率でも見られた。これは、材が部分的に繊維飽和

点を下回ったためと推測された。割れは、主として板目

面（幅広面）で発生し、木表の方が長さおよび面積とも

木裏より大きかった。また、割れ長さおよび割れ面積と

も、天然乾燥中に増加した後に減少し、減少は繊維飽和

点付近から始まるものと考えられた。人工乾燥終了時に

発生していた幅の広い割れは、その後の天然乾燥により

狭まったものの、消滅することはなかった。天然乾燥中

の長さ方向の反りは、動的ヤング係数が低い試験体で大

きくなる傾向であった。この原因として、材面の含水率

差や材質、もしくは木取りに起因する繊維走行が考えら

れた。幅方向の反りは、木表の板目面で大きく、柾目面

ではほとんど発生しなかった。２種類の含水率計の測定

値の差を調べた結果、天然乾燥中に測定値の差に増減が

認められた。これは、高周波容量式では、材表面付近の

含水率状態により測定値が変動したためと推測された。 
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＊1 本研究の一部は第 70 回日本木材学会年次大会（鳥取 2020）において発表した。 
＊2 現 公益財団法人 奈良県緑化推進協会 
＊3 奈良県産業振興総合センター 

奈良県産スギ材を用いた直張り用無垢防音フローリング材の開発（第１報）＊１ 

 

矢杉瑠美・室垣内清明＊２・岩本頼子・酒井温子・森田陽亮＊３ 

 

 直張り床工法向けに、県産スギ材を用いた無垢防音フローリング材の開発を試み、木材と緩衝材の条件を変え、軽量

床衝撃音レベル低減量を測定した。木材については密度、節の有無、含水率、板幅、溝加工による残り厚さ、および塗

装の有無を、緩衝材については厚さおよび目付を検討項目とした。最終的に選択した最適な条件は、板厚さ 10mm、幅

110mm、溝幅 1mm、溝加工による残り厚さ 1.8mm、溝間隔 15mm、緩衝材の厚さ 4.5mm、目付 258g/m2となった。JIS A 
1440-1 による試験を行った結果、ΔLL等級では ΔLL-4 を、遮音等級では LL-45 を示し、一般社団法人 日本建築学会が

推奨する好ましい性能水準を満たした。 

 
 

１．はじめに 

 

 日常生活では様々な生活音、例えば子供の走り回りや

飛びはね時には重量床衝撃音と呼ばれる低い周波数の

音、椅子やテーブルの移動や物品の落下時には軽量床衝

撃音と呼ばれる高い周波数の音が発生する。これらは集

合住宅等で上下階の住人の深刻なトラブルに発展する可

能性があるため、床材料には高い防音性能が求められる。

 内装材として県産材の利活用が広がる中、特に集合住

宅等で無垢のフローリング材（以下、本報では、木質系

材料からなる床板をフローリング材と表記する）が普及

しない要因の一つに、防音性能の低さが考えられる。 

 また、床仕上げ構造は乾式二重工法と直張り工法に大

別され、求められる防音性能を満たす製品がそれぞれ流

通しているが、例えば図１に示すように１) 、現状では合

板を用いたものが主流となっている。集合住宅向けの直

張り工法に対応しうる無垢のフローリング材については

先行研究２)があるが、最終的に得られた条件は、木材の

厚さが 15mm で、これに 4mm の緩衝材を組み合わせて

いることから、全体の厚さは 19mm となり、フローリン

グ材として流通するには厚い仕様になっていた。 

 そこで本研究では、直張り工法向けに、県産スギ材を

用いた無垢の防音フローリング材を開発するにあたり、

リフォームでの使用も想定して総厚さは 15mm 以内と

し、木材および緩衝材の条件を検討することにした。本

報では、木材の条件として密度、節の有無、含水率、板

幅、溝加工による残り厚さ、および塗装の有無を、緩衝

材の条件として厚さおよび目付(単位面積あたりの重量) 

を変え、各条件における軽量床衝撃音レベル低減量を測

定した結果を報告する。 

 

図１ 市販の防音フローリング材断面図例１) 

 

２．材料および方法 

 

2.1 材料 

 市販されている一般的な防音フローリング材１)（図１）

や先行研究２)から、防音性の付与には、図２に示すよう

に上面が木材、下面が緩衝材の２層構成で、木材の下面

に溝加工を施す仕様が適するのではないかと推定され

た。 

 

図２ 試験体 

 

木材

緩衝材
溝加工

溝加工による残り厚さ
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